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社会的養護の当事者グループ全国ネットワーク こどもっと

「こどもっと」は社会的養護の当事者グループ全国ネットワークで、児童養護施設や里親家庭

で暮らしたことのある人たちが中心になって活動するグループが結成した、当事者を応援する全

国的な団体です。2010年4月に発足。月に一度程度の定例会を開き情報交換をしながら具体的

な活動について話し合っています。

☆「こどもっと」の目指すもの

全国の社会的養護の当事者グループの連携をとおして、当事者が元気になり、

・それぞれのグループの活動をさらに活性化させる。

・他のグループの活動への理解を深め、助け合う。

・当事者にとって望ましい援助、制度を考え、多くの人に知ってもらう。

☆「こどもっと」参加グループ

栃

木

社会的養護の当事者自助グループ だいじ家 Tel&Fax:028-680-4686

〒321-0945 栃木県宇都宮市宿郷2-6-18 コーポみはと102

東

京

ふたばふらっとホーム Tel:03-3226-2800 Fax:03-5368-1969

〒182-0035 東京都調布市上石原2-17-7

千

葉

社会的養護の当事者参加民間グループ こもれび Tel:047-345-6039 Fax:047-345-6029

〒270-0032 松戸市新松戸北1-12-6 新松戸総合事務所内

愛
知

社会的養護の当事者推進団体 なごやかサポートみらい Tel:052-911-8523 Fax:052-912-7104

〒462-0058 名古屋市北区西志賀町5-13-1

鳥
取

レインボーズ ＊今回のキャンプはお休みでした Tel:0857-27-7867（ひだまり）

〒680-0841 鳥取県鳥取市吉方温泉町1丁目212 ひだまり

事
務
局

朝日新聞厚生文化事業団 Tel:052-911-8523 Fax:052-912-7104

〒104-8011 東京都中央区築地5-3-2



ピア・キャンプ 2012

「こどもっと」が「高校生と当事者スタッフが全国の仲間と出会い、富士山のふもとでいっしょ

に楽しみ、自信や希望をたくわえ、心がもっと元気になること」を目指し、2012年9月15日～17

日に、静岡県・富士山麓山の村でピア・キャンプを開催しました。

「こどもっと」のキャンプの考え方
★なぜ「こどもっと」でキャンプをするか

① 全国から集まった高校生が、他の地域の高校生との交流をとおして、自分自身のことや

日頃の生活を振り返り、新たな気持ちで未来に向けて歩むことができると考えるからです。

② 社会で自立して暮らす各地の当事者スタッフが高校生とふれあうことで、自立心と未来を

切り拓く力を高校生に育むことができると考えるからです。

③ キャンプという非日常の楽しい場を活用し、参加者の関係性を深め、①②のことを限られ

た時間の中で効果的に実現できると考えるからです。

★キャンプでの当事者スタッフとは

① 「施設などで育った経験のある大人」と接する機会の少ない高校生にとって、将来の自分

の姿を思い描くためのモデルとなる存在です。

② 高校生が施設などを出て、これから経験することを既に体験した先輩として、高校生に寄

り添い、安心感や希望を与える存在です。

★キャンプ中スタッフが大切にすること

① 高校生の未来を切り拓く力を育みます。

キャンプ全体をとおして、このことを意識し、一人ひとりと向き合い、語り合うことを大切にし

ます。

② 高校生に楽しんでもらいます。

楽しい時間を一緒にすごし、高校生一人ひとりと関係を作ります。

③ 高校生の体と心にケガをさせないよう、十分に配慮します。



プログラム
１日目（９月１５日）

12：35 新富士駅到着・集合

12：45 新富士駅出発（バス）

13：45 山の村到着

14：00 開村式

15：10 グループ活動（多目的広場）

15：40 アイスブレーキング

17：00 夕食・ カレー作り

交流タイム

19：30 入浴、グループごとに交流

21：45 就寝

２日目（９月１６日）

6：00 起床

6：30 朝食（給食）

8：00 山の村出発（バス）

8：50 ナチュラルアクション到着

9：00 ラフティング

13：40 昼食 （白尾山公園）

15：00 バス出発

15：40 山の村到着

16：30 野外炊事 BBQ （野外炊飯棟）

18：30 キャンプファイアー

20：00 入浴

21：45 就寝

３日目（９月１７日）

6：30 起床

7：00 朝の集い

7：45 朝食（給食）

8：45 「仲間や先輩と語ろう～未来に向けて」

グループ新聞作り

10：45 掃除

12：00 昼食

12：30 閉村式

13：30 バス乗車・出発

14：30 新富士駅着・解散

☆今年のキャンプの特色

過去2回のキャンプの経験を踏まえ、

今回は、特に3つのことを大切にしてプ

ログラムを行いました。

①高校生が楽しむこと

②高校生とじっくりと語り合うこと

③そのために、少人数の班でプログラ

ムを行うこと

☆「仲間や先輩と語ろう」

最終日に2時間の枠で、班ごとにス

タッフと高校生が語り合う時間を作った

のは、今回が初めてでした。

「キャンプ中、様々な場面でもっと高校

生とじっくりと話し合いたい」

「班の運営をしなければいけない中で、

ゆっくり話をするにはどうしても時間が

足りない」

こうしたこれまでの状況を踏まえての、

決断でした。

☆たくさんの想い

学校などでは話すことができない悩み

や、生い立ちのこと、将来の不安など、

それぞれのたくさんの想いを聞くには2

時間では足りないほど「語ろう」の時間

は充実したものになりました。



参加した高校生とスタッフの役割

グループ 名前 性別 所属 部屋 名前 性別 所属 部屋

S.N 男 千葉 B1 塩尻真由美 女 栃木 M6

Y.T 男 千葉 B1 原島ひとみ 女 東京 M6

T.H 男 栃木 B1

I.H 女 栃木 M6

F.A 女 千葉 M6

A.S 女 名古 M6

T.M 女 愛媛 M6

S.N 男 千葉 B1 関戸敏夫 男 名古屋 B1

W.J 男 千葉 B1 浅井梨沙 女 名古屋 M2

I.J 男 栃木 B1

I.T 女 栃木 M2

M.T 女 栃木 M2

Y.M 女 愛媛 M2

I.J 男 千葉 B2 佐野ゆう 女 千葉 M1

N.S 男 千葉 B2 西原俊也 男 愛媛 B2

H.T 男 栃木 B2

U.M 女 栃木 M1

K.S 女 名古屋 M1

S.M 女 愛媛 M1

N.S 男 千葉 B4 清水真一 男 名古屋 B4

O.H 男 栃木 B4 射場優実 女 大阪 M4

K.Y 男 栃木 B4

U.M 女 栃木 M4

Y.A 女 三重 M4

A.E 女 愛媛 M4

木原道雄 男 愛媛 ミ

平口可奈 女 名古屋 M3

福田年之 男 東京 ミ

中村宣人 男 東京 ミ

キャンプ全体の責任者、プログラム進行（CD・PD）

ＭＤ（マネージメントディレクター）

④

高校生

ＦＳ（フリースタッフ）
プログラムがスムーズに運営されるように準備をするスタッ
フ

ＧＳ（ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾀｯﾌ）

①

②

③



１班

1班（みんなの笑顔で全国制覇班））のピア・キャンプ

★１日目
みんな緊張してました！

卵キャッチゲームで２㍍上からの卵を見事にキャッ
チ！！ここから大盛り上がりでした♪♪

夕食のカレー作りでは、会話がはずみみんながリラック
スしているのを感じました。

★２日目

声を合わせてボートを進めるラフティング。楽しそうなみ
んなの姿は印象的でした。

サイクリングチームは、猛暑の中で食べたジェラートが
最高だったね。

キャンプ場に戻ってからもまだまだ元気で２班とドッヂ
ボール対決！充実した一日でした。

★３日目
とてもとても感動した日でした。

「語ろう」で、本音を話してくれたみんなに感謝です。
ルールは２つ。『何を話してもいいけど、自分が辛くなる
ことは話さなくて良い』『最後は夢や目標で終わろう』施
設、里親、家族のことなど、ゆっくり話しました。涙あり
共感有り。

一人ひとりにこれまでいろいろあったし、これからもいろ
いろあるだろうけど、ここで出会えて良かったねと笑顔
で締めくくることができました。

頼りないリーダーだったけど、みんなの優しさ、笑顔と
涙は忘れません。

◆高校生の感想

• 野外炊事は、普段、炊事をしないので新鮮で楽しかった。班の人が協力でき、仲良くなれたことも良
かった。

• みんなで協力して炊事をすることができたし、食事中の会話もたのしかった。
• ラフティングで、こいでいる最中は眠過ぎた。けど、くだるときはたのしかった。
• サイクリングでは、いつも乗る自転車とは一味違っていい汗を流すことができ、楽しかった。

• いろんな話を聞けて、自分のことを話すことができ、気持ちが楽になった。語り合えたことが３日間の
中で一番良かった。

• 自分と同じで支援を受けている人達の色んな話や考え方をきいて、ものすごく有意義な時間を過ご
せたと思う。自分も頑張ろうと思った。

• キャンプファイアーは、出し物が楽しかった。
• キャンプファイアーがきっかけで仲良くなれた。キャンプファイアーのおじさんがおもしろかった。
• 県内で行っている高校生の交流会とは全然違ってよかった。

• 班の人達の経験談や考えを聞くことができて、ひとりひとりのことを知ることができて、ピアキャンプ
に参加して本当によかったと思いました。

• 当事者活動には、卒業後、すぐに参加するのは怖いし、難しいけど、いつかは参加してみたいと思う。
• 自分もピアキャンプで知り合ったスタッフの人達みたいになりたいと思った。
• 冬にもやりたい！





２班のピア・キャンプ

★１日目

はじめは「みんな緊張しているな。楽しめるかな」と不安に感じました。ところが、キャンプ場につ
いて、アイスブレーキングが始まるとびっくりするくらい自然に話ができ、安心しました。
料理もみんなで楽しく作れたね。

★２日目
やっぱりラフティングはみんなの記憶に残ったんじゃないかな。みんなとの一体感は最高でした。

★３日目

あたりまえだけど、一人ひとりいろんな悩みを抱えている。学校の友達や施設の中では普段は話
しにくい寂しさや、苦しさ。みんなの話しが聞けて、本当によかったです。もっともっと時間が欲し
いとみんなで思ったね。また会おう！

◆高校生の感想

• 野外炊事では、みんなで協力して作ることができ楽
しかった。仲良くなるきっかけにもなりました。

• みんなでわいわいしながら野外炊事ができて楽し
かった。

• ラフティングはしたことがなかったから、やってみて
楽しかったし、暑かったから川にダイブできてよかっ
た。

• サイクリングでは、普段とちがった景色ばかりで楽し
かった。茶色い富士山は初めて見た！

• 「仲間や先輩と語ろう」では、めっちゃみんなと仲良く
慣れたし、方言でもりあがれてよかったし、また会い
たい！！

• 自分が知りたかった奨学金の話しや、他の施設の
話を聞いて、自分の環境を改めて見直すことができ
た。もっと話したかった。

• キャンプファイアーは、一番盛り上がった。福田さん
スゴイ。

• みんなで騒いで、「仲間じゃないやつはおらん」的な
感じやったし、出し物とかなんだかんだもりあがった。

• 学校の友達とは違うお互いの置かれている状況が
似ている者同士でしか分かり合えない話とか、そん
なことがいっぱいあった。すごく安心して過ごすこと
ができた。もっとずっと一緒にいられたらいいのに！
と思わず考えてしまいました！

• すごく楽しかった！冬にもやってみたい！冬にキャ
ンプとかたのしそうやし。

• 他の施設の人とも関わるのも大切だと思うから、当
事者活動をやってみたい。

• 将来は当事者活動に参加したい。今回のキャンプを
通じて自分が成長したと思うから。自分たちの後輩
にもたくさんの人と交流して刺激を受けてほしい。そ
のきっかけを自分がつくってあげられたら良いなと
思っています！





3班（チーム My Peace）のピア・キャンプ

★１日目

初めてみる景色。初めて見る場所。初めて出会う人。緊張している子や人見知りの子。楽しみにして
いる子の集合～☆
一日目は、野外炊事をしながら少～しずつうちとけて、仲良くなっていったね。

★ ２日目
朝早くからラフティングへ。
バスの中で寝たり、話し込んだ入り、共通の歌を歌ったりしながら行ったね。

みんなでキャッキャしながらラフティングを楽しんで、帰ってきたら疲れて部屋でゴロ寝して、それぞれ
の施設の話や自分の話をして、まったりハードな二日目だったよね。

★３日目
あっという間に過ぎる2泊3日だったね。一緒になにかをする楽しさや、話を聞いたり、話せる場がある
ことって大事だねって本当に想えるメンバーだった。きっとまた逢えるよ。ありがとう。
チーム my peace～

◆高校生の感想
• 野外炊事、楽しかった。リーダーがあんま大体で野菜と肉をまとめていれてて、男前だなと思った。
• みんなと協力しておいしいごはんができてよかった。

• ラフティングでは、こぎながらけしきを見るのが楽しかった。でも、隣が通るたびに水を浴びるので、頭
から足の先までびしょぬれだった。

• ラフティングは初めての経験で思ったより楽しかった。
• 「仲間や先輩と語ろう」では、みんなわたしの話を聞いてくれて、同感してくれて、本当に心スッキリした。
• 施設を出た人から良い話やこれから困る話を聞くことができ、楽しかった。
• 出し物などでみんなをも盛り上げてくれたから、キャンプファイアーは楽しかった。
• 同じような立場の人から色々な話を聞けて楽しかった。
• なんか、もう、話をわかってくれる人がいるだけで感謝です。
• 将来は当事者活動をしてみたい。リーダー達をみて、私もこんな生き方したいと思った。

• 将来は当事者活動をしてみたい。他の施設や里親んみいる人、出た人お世話になっております。話を
聞きたいから。





4班（フレンドリー）のピア・キャンプ

★１日目

各地域から集まってきた仲間で最初は緊張していたけど、
ゲームで班のみんなの緊張も解れましたね。夜はカレー
ライスが美味しくできました。

★ ２日目

ラフティングはみんなで楽しみましたね。夜はバーベ
キューと火を囲んでのキャンプファイヤーでは出し物をし
ました。

★３日目

最終日は、みんなが思い思いの話が出来て予定していた
時間をオーバーするほど、たくさん話をしました。みんなが
来た時よりも元気になって各地域に帰っていきました。

◆高校生の感想

• みんなで役割を分担して作り上げることができたの
で野外炊事が楽しかった。

• ラフティングでは、みんなで笑いあって心をひとつに
して楽しむことができた、楽しかった。

• 「仲間や先輩と語ろう」では、しっかりと語ることはで
きなかったけど、参考になった。

• キャンプファイアーでは、体を動かすことができたし、
みんなでひとつになって遊ぶことができた。

• 同じような立場の人達と交流して、いろいろな施設
で暮らしている人がいて自分も頑張ろうと思った。

• 当事者活動に参加したいかどうかは、分からない。
参加したい気持ちはあるけど、自分がちゃんとでき
るか分からないから。





ピアキャンプを終えて

代表 清水真一

ピアキャンプに参加してくださった皆さん元気でお過ごしでしょうか。

こどもっとの第３回のピアキャンプは、今年は静岡県立富士山麓山の村で実施し、児童養護施設や里

親家庭で暮らしている２５名の高校生が参加してくれました。今年初めて参加した高校生、昨年も参加

した高校生、みんなにとって充実した、楽しい３日間になったのではないでしょうか。

今回は、高校生のみなさんと「語り合う」ことを特に大切にしました。ここでの出会いや、見聞きしたこと

が、みなさんの今後の生活の活力になれば、幸いに思います。

近年、当事者団体が少しずつ増えてきています。私たちは、今後は当事者団体のネットワークが重要

だと考えています。社会的養護で暮らしている仲間や暮らした経験のある全国の人とつながり、支え合

い、また、社会的養護の制度や政策について、全国ネットワークとしての意見を発信できるようにしてい

きたいと思っています。

次回のピアキャンプもたくさんの仲間が集まり楽しい時間が過ごせるように、「ピアキャンプ実行委員

会」が中心となり準備を進めて参ります。皆さんとピアキャンプで再会できることを楽しみにしています。

最後に、このキャンプは、多くの方々のお力添えがあってこそ実施できています。ご支援、ご協力をい

ただきましたみなさまに、心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。



こもれび（千葉）
人とのつながりや、出会い、『想い』を大切に

しながら活動しています。

主に、大学や講演会などで、児童養護施設
のことや、生い立ちを話したり、施設に行って、
子どもたちと交流をしています。施設を退所し、
世間の荒波の中で生活している当事者との連
絡や、相談なども行い、時々イベントなどもして
います。

愉快な仲間（司法書士さんや保育士さんもい
ますよ）と一緒に活動中です(＾▽＾)

だいじ家（栃木）
気軽に集まれる場所（サロン）作り、就業・生

活・交友関係に関する相談支援、食事作りなど
のレクレーション活動の企画・運営、各児童養護
施設のOB・OG会の組織作りのお手伝い、児童

養護施設の生活改善に向けての意見を集め、
マニュアル作りを行っています。「だいじけ」は栃
木弁で「大丈夫？」を意味します。だいじ家では、
子ども達がいつでも来れる家を目指します。

なごやかサポートみらい（愛知）
施設や里親家庭で育った人たちや現在生活している子ど

もたちが明るく、幸せな「みらい」を過ごせるように、できるこ
と楽しくやっていけたらと考えています。

2008年9月に発足。当事者や現場で奮闘されている方々

の話を聴きながら、未来の社会的養護を考える集会や社会
的養護に関する講演会、施設や里親家庭で暮らしている子
どもたちへ進路や自立ついて話す訪問事業などを行ってい
ます。

ふたばふらっとホーム（東京）
児童養護施設を卒園した当事者が、社会で生活を送る上で、

困ったことや相談したいことがあった場合の助け合いや、同じ
施設を出た仲間として、支えあうことを大切にしたいとの視点か
ら、「ふらっと」集まれる【居場所】を作っていこうということで、設
立しました。

児童養護施設二葉学園卒園生をはじめ、旧職員やボランテｲ
アにかかわられた方々のご尽力をいただいています。

レインボーズ（鳥取）
様々な活動を通じて、お互いが刺

激し合う仲間作りに繋がって行く事
を目指しています。

主な活動として、施設訪問や施設
行事への参加、月に一度の食事会、
野球、サッカー、キャンプなどのス
ポーツやレジャー、施設児童へＯＢ
ＯＧの社会体験談、仲間として、そ
れぞれが個人的に後輩達の相談相
手や励まし、その他イベント参加や
活動などです。
●今回のキャンプはお休みでした。
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